
防災対策シリーズ連載 『備え』 ～ vol.43～

北海道・三陸沖後発地震注意情報

2025年12月8日23時15分頃に青森県東方沖を震源として発生した“青森県東方沖地震地震”では、最大震度6強を観測
し、地震の規模はマグニチュード7.5でした。この地震により「北海道・三陸沖後発地震注意情報」が初めて発表されました。
「北海道・三陸沖後発地震注意報」とは、千島海溝および日本海溝沿いにおいて巨大地震発生の可能性が高まった場合

に、日本の内閣府および気象庁が発信する情報で、2022年12月16日に運用が開始されました。今回の発表は運用を開
始してから初めての発表であり、メディア等でも取り上げられ話題となりました。

そこで、「北海道・三陸沖後発地震注意報」について簡単に解説します。

関西に在住の方々にはあまり関係のない話かもしれませんが、北海道や東北地方への旅行中や出張中に遭遇することも

考えられます。内容をよく理解して、すでに発生した先発地震への対応と後発地震に備えた対応を混同しないように注意し

ましょう。

〈 防災士 荻野勝也 〉


